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一
五
七
回

経
営
の
散
歩
道

富
山
短
期
大
学
名
誉
教
授
　
川
中
清
司

な
し
」
　
と
い
う
小
泉
哲
学
は
結

構
だ
が
、
短
期
経
済
対
策
に
も

注
意
を
払
う
べ
き
だ
。

毎
日
三
十
五
度
を
超
す
か

ん
か
ん
照
り
の
日
が
続
く
。

油
蝉
も
夜
遅
く
ま
で
鳴
き
じ

ゃ
く
り
、
畑
の
作
物
は
う
な

だ
れ
て
も
う
あ
と
が
な
い
。

さ
っ
と
一
降
り
、
慈
雨
が
欲

し
い
。日
本
経
済
も
も
う
あ
と
が

な
い
。
企
業
倒
産
が
増
え
続

け
て
い
る
。
2
0
0
1
年
上

半
期
の
倒
産
　
（
負
債
額
一
千

万
以
上
）
　
は
、
負
債
総
額
が

七
兆
二
一
二
〇
億
円
で
戦
後

二
番
目
の
高
水
準
と
な
っ
た
。

東
京
生
命
　
（
九
千
八
百
億
円
）

を
は
じ
め
、
大
型
金
融
倒
産

が
相
次
い
だ
。

不
良
債
権
は
依
然
と
し
て
増

え
続
け
て
い
る
。
金
融
庁
の
発

二
十
万
人
発
生
す
る
　
（
商
工
リ

サ
ー
チ
）
。
消
費
マ
イ
ン
ド
は

さ
ら
に
落
ち
込
み
、
景
気
の
足

を
ひ
っ
ぱ
る
。

小
泉
路
線
は
、
二
二
二
年
で

不
良
債
権
を
処
理
し
、
そ
の
あ

と
は
自
立
回
復
を
ね
ら
う
が
、

そ
の
先
ど
の
よ
う
に
景
気
回
復

に
結
び
つ
い
て
い
く
の
か
が
読

党
内
の
抵
抗
勢
力

の
戦
い

国
民
は
小
泉
首
相
の
　
「
聖
域

な
き
改
革
」
　
に
望
み
を
託
し
、

参
院
選
は
　
「
自
民
大
勝
」
　
に
終

わ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
株
価
は
そ
っ
ぽ
を

む
い
た
。
投
票
の
翌
日
、
七
月

三
十
日
の
平
均
株
価
は
一
万
一

五
七
九
円
と
、
十
六
年
ぶ
り
の

最
安
値
を
記
録
し
た
。

市
場
は
　
「
小
泉
改
革
」
　
と
日

本
経
済
の
先
行
き
に
危
惧
を
抱

え
て
い
る
。

「
株
価
に
は
一
喜
一
憂
し
な

い
。
改
革
な
く
し
て
景
気
回
復

改
革
と
景
気

表
で
は
三
月
末
現
在
で
、
全
国

の
金
融
機
関
の
　
「
リ
ス
ク
管
理

債
権
」
　
の
総
額
が
四
十
三
兆
円

に
上
っ
た
。
前
年
比
で
一
兆
四

千
億
円
も
増
加
し
た
。

「
破
た
ん
懸
念
先
以
下
」
　
の

不
良
債
権
の
最
終
処
理
を
行
っ

た
場
合
、
少
な
目
に
見
て
倒
産

は
二
万
件
、
失
業
者
は
新
た
に

め
な
い
。
明
確
な
シ
ナ
リ
オ
が

示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
投
資

マ
イ
ン
ド
が
盛
り
上
が
ら
な
い
。

中
小
企
業
は
こ
れ
以
上
の
　
「
痛

み
」
　
に
耐
え
る
体
力
が
乏
し
い
。

与
党
内
に
も
、
　
「
景
気
を
悪

く
し
て
不
良
債
権
処
理
を
や
っ

た
ら
、
ど
ん
ど
ん
不
良
債
権
が

湧
い
て
く
る
」
　
と
い
う
批
判
も

「
自
民
党
を
壊
し
て
で
も
改

革
を
や
り
遂
げ
る
と
い
う
か
ら
、

小
泉
さ
ん
を
支
持
し
た
」
　
－
新

聞
の
投
書
欄
に
は
、
こ
ん
な
声

が
多
い
。

鳩
山
民
主
党
代
表
は
　
「
小
泉

さ
ん
の
仮
面
を
か
ぶ
っ
た
抵
抗

勢
力
が
た
く
さ
ん
当
選
し
た
」

と
い
う
。
事
実
、
小
泉
人
気
に

乗
っ
か
っ
て
、
郵
政
民
営
化
反

対
派
や
、
建
設
、
土
地
改
良
な

ど
の
既
得
権
益
団
体
バ
ッ
ク
の

当
選
者
も
い
る
。
こ
れ
ら
を
支

持
団
体
に
も
つ
橋
本
派
は
二
十

人
当
選
、
自
民
当
選
者
の
三
分

の
一
を
し
め
る
。
こ
れ
ら
が
　
「
改

革
」
　
の
抵
抗
勢
力
と
な
ら
な
い

か
、
国
民
の
視
線
が
集
ま
る
。

危
機
切
り
榛
化
け
る

ね
ば
り
発
揮

ア
メ
リ
カ
の
I
T
バ
ブ
ル
崩

壊
に
伴
い
世
界
同
時
不
況
の
懸

念
が
漂
う
。
小
泉
首
相
が
ジ
ェ

ノ
バ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
公
約
し
た

「
骨
太
の
改
革
」
　
に
よ
る
日
本

の
経
済
の
回
復
は
、
い
ま
や
国

際
的
な
使
命
と
な
っ
た
。

改
革
を
成
し
遂
げ
る
に
は
年

期
が
要
る
。
社
会
構
造
そ
の
も

の
を
一
つ
ひ
と
つ
変
え
ね
ば
な

ら
な
い
。

五
十
六
年
前
、
終
戦
の
夏
も

暑
か
っ
た
。
イ
モ
の
茎
と
雑
炊

で
飢
え
を
し
の
ぎ
、
ド
ン
底
か

ら
は
い
あ
が
り
、
今
日
の
日
本

は
わ
れ
わ
れ
が
造
っ
た
の
だ
。

ね
ば
り
と
度
胸
は
身
に
つ
い
て

る
筈
だ
。
日
本
人
は
危
機
に
強

い
。
な
あ
に
、
こ
れ
か
ら
が
本

領
を
発
揮
す
る
と
き
だ
。


